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１　題　材　名　　「カレンダーに思い出を書こう」
２　題材について
　⑴　題材の価値

　このような学習を通して，体験したことについてまとめる活動や毎日取り組んでいる日記を書
く活動において，自分の気持ちを書いたり，自分の気持ちの表現を広げたりしていくことで，文
章が豊かになっていくものと考える。

　⑵　題材の目標

　対象となる１年生の子どもは，これまでに平
仮名や片仮名を書いたり読んだりする学習や，
１〜２文程度の文を読み，「誰が」「何が」を読
み取る学習をしてきている。また，文字への興
味が高く，入学当初から平仮名，片仮名を読む
ことができ，漢字やアルファベットなども「こ
れ何」などと尋ねて，繰り返し聞くことで覚え
ることができている。しかし，その文字や文を
自分だけに分かるように音読することがほとん
どであり，文を書く際にも，経験した出来事な
どの事実のみを書き，思ったことや気持ちを入
れることは難しい状況である。
　そこで，本題材では，カレンダーの作成とい
う目標を立てるようにする。その中で，子ども
の興味・関心の高かった４月から10月までに経
験した学校行事等を取り上げ，写真を基に行事
の内容を発表したり，文章にしたりする活動を
設定したい。経験したことを題材にするため，
楽しかったことを誰かに伝えるという相手意識
ももち続けることもできると考える。さらに，
状況にあった気持ちを選んで書き加えるように
する。また，共通した体験を文章にし，クイズ
形式で友達に伝えることで，楽しみながら学習
に取り組むことができるようにする。発表では，
互いに体験していることであるため，互いの発
表等も分かった，分かってもらえたという達成
感を味わうこともできると考える。
　指導に当たっては，まず，「楽しい」「うれしい」
などの基本的な気持ちを絵カードと言葉をマッ
チングすることで知ることができるようにする。
さらに，経験した学校行事等の写真を見て，友
達からも意見をもらいながら思い出すことで，
楽しかった出来事について自分が何をしている
かを「ぼくは○○をしました。」という文に書く
ことができるようにしたい。その際に書き込み
式のワークシートを準備することで，同じパター
ンで自信をもって取り組むことができるように
する。加えて，学習した気持ちを表す言葉のカー
ドを準備することで，その中から選んで書くこ
とができるようにする。読む際には，速く読ん
でしまうことがあるため，相手を確認し，読む
ときの注意を見せることで，相手を意識してゆっ
くり読むことができるようにする。

　対象となる５年生の子どもたちは，これまで
に漢字を読んだり書いたりする学習や，５〜６
文程度の文章から理由などを読み取る学習をし
てきている。しかし，日記や体験したことを書
く活動では，事実を書き，最後に「楽しかった
です。」という文を付け加えるパターンに終始し
ており，自分の気持ち等を上手く書き表すこと
は難しいようである。また，聞く活動では，友
達の発表を聞くことを苦手としている。
　そこで，本題材では，カレンダーの作成とい
う目標を立てるようにする。その中で，子ども
の興味関心の高かった一年間の学校行事等を取
り上げ，写真を基に行事の内容を発表したり，
文章にしたりする活動を設定したい。経験した
ことを題材にするため，楽しかったことを誰か
に伝えるという相手意識ももち続けることもで
きると考える。さらに，状況にあった気持ちを
考えたり，選んだりして書き加えるようにする。
また，共通した体験を文章にし，クイズ形式で
友達に読んでもらい，聞き取ることで，楽しみ
ながら学習に取り組むことができるようにする。
互いに体験していることであるため，発表では，
互いの発表等も分かった，分かってもらえたと
いう達成感を味わうこともできると考える。
　指導に当たっては，まず，「楽しい」「うれしい」
などの基本的な気持ちなどについて絵カードと
言葉をマッチングすることで，知っている気持
ちの言葉をさらに広げていくことができるよう
にする。そして，経験した一年間の学校行事等
の写真を見て，友達からも意見をもらいながら
思い出すことで，出来事について書いて発表し，
友達に伝えることができるようにする。書く際
には事実に加えて，掲示物やカードを見ること
で，気持ちを選んで書き加えることができるよ
うにする。また，これまでいつも使っている「楽
しい」という気持ちを書く際には，教師の問い
掛けに答えることで，「何が」楽しかったのかを
具体的に書くことができるようにする。さらに，
聞く活動においては，クイズ形式で問題を出す
ことで，「いつ」「どこで」「だれが」「何を」「ど
うした」や「どんな気持ち」などを聞き取るこ
とができるようにする。
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○　自分が経験したことを写
真を見て思い出して書き，
状況に合った気持ちを選ん
で書き加えることができ
る。

○　聞く相手がいることを確
認して速さに気を付けて読
むことができる。

○　自分が経験したことを写
真を見て思い出して書き，
掲示物などを見ながらその
ときの気持ちを考えて書く
ことができる。

○　友達が話すときは集中し
て聞き，与えられた内容を
聞くことができる。

○　自分が経験したことを写
真を見て思い出して書き，
状況に合った気持ちを選ん
で書き加えることができ
る。

○　友達が話すことが書いて
ある文を見ながら聞き，質
問に答えることができる。

○　自分が経験したことを写
真を見て思い出して書き，
そのときの気持ちも考えて
書くことができる。

○　聞くときは自分に与えら
れた内容を意識しながら聞
き，質問に答えることがで
きる。

Ａ児１年 Ｂ児５年 Ｃ児５年 Ｄ児５年
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　・　文を読む際に聞く
相手がいることが分
かり，ゆっくり読む
ことができる。

　・　事 実 に 加 え，気 持
ちを表す文を選んで
書くことができる。

　折り紙の作り方の本
や，「ねずみくんシリー
ズ」の本を好んで読ん
でいる。文字が好きで
あり，国語の学習にも
意欲的に取り組んでい
る。
　自分の思いを伝える
ことはできるが，質問
に適した答えを言うこ
とは難しい。教師と１
対１で話をすると聞く
ことができるが，全体
の中では聞くことが難
しい。
　平仮名や片仮名，曜
日の漢字であれば読む
ことができ，「誰が」「何
が」などという問いに
問題文が１文であれば
答えることができる。
　教材文等を読むとき
は早口になり友達が聞
き取りにくいことが多
い。
　日記では思ったこと
や感じたことを書くこ
とはできないが，自分
がしたことを書くこと
はできる。４月には１，
２文だった文章は，４
文程度に増えてきたが，
箇条書きで一文一文の
つながりがないことが
ほとんどである。日記
などに書き表す際には
気持ちを表す言葉は入
らない。

　視覚優位で言葉によ
る情報入力は苦手であ
る。特に文字による情
報 入 力 が 得 意 で あ り，
目に入る文字を何でも
読みたがり，文字など
を見るために授業中も
離席が多くなる傾向が
ある。

　・　話す相手を見なが
ら話を聞くことがで
きる。

　・　拗音や促音に気を
付けながら，自分の
気持ちをも書き加え
ることができる。

　進んで借りる本は図
鑑が多く，読み物の世
界に入る楽しさを味わ
うまでには至っていな
い。漢字の学習に意欲
的 に 取 り 組 む よ う に
なってきた。
　人とのかかわりを好
み，その場に関係のな
い質問をしたり，自分
の思いだけを次々と話
したりすることがある
が，教師の言葉掛けで
話を聞くことができる
ようになってきた。
　平仮名や片仮名，一
年生程度の漢字は読む
ことができる。読むこ
と は 得 意 で は な い が，
繰り返し練習すること
で，上 達 が み ら れ る。
自信がない文を読むと
きは声が小さくなる。

　５，６文で，楽しかっ
たことなどを日記に書
いたり，かいた絵に関
する文を書いたりする
ことができる。ラ行の
発音が苦手であり，書
く際も書き間違えるこ
とがある。話す際はい
ろいろな気持ちを言う
ことができるが，「楽し
い」以外の言葉を書く
までには至っていない。

　聴覚による入力は得
意であるが，聴覚によ
る入力後記憶すること
が苦手である。視覚的
な記憶が得意であるた
め，視覚的な情報を必
要とする。注意を持続
することが苦手である。

　・　文を見ながら聞き
取ることや話す相手
を意識して話を聞く
ことができる。

　・　事 実 に 加 え，気 持
ちを表す文を選んで
書くことができる。

　決まった絵本を好ん
で読んでおり，国語科
の学習にも意欲的に取
り組んでいる。手本が
あると，自分からその
字をまねて漢字も使っ
て文を書いている。
　話をする際は，自分
から４語文程度の言葉
で話すことができるよ
うになった。１対１で
はしっかり聞くことが
できるが，友達と一緒
の際は聞き落とすこと
がある。
　平仮名や片仮名，一
年生程度の漢字は確実
に 読 む こ と が で き る。
行をまたいで言葉が書
かれていると，言葉の
切れ目をうまく読むこ
とができないこともあ
る。読むときの声が小
さくなる。

　５，６文で，楽しかっ
たことなどを日記に書
いたり，かいた絵に関
する文を書いたりする
ことができる。題材は
自分が興味のある飼育
小屋の動物に関するこ
となどが多く，決まっ
たパターンになりがち
で，最 後 は「楽 し か っ
たです」で終わること
がほとんどである。
　

　考えたり判断したり
することに時間がかか
るが，視覚的な情報を
基にすると判断するこ
とができる。そのため，
全体で話を聞く際には
注意して聞くことが苦
手であるが，１対１の
会話は楽しんでいる。

　・　話 を 聞 く 際 は，相
手を見て，最後まで
話をせずに聞くこと
ができる。

　・　状況に合った気持
ちを表す言葉を書く
ことができる。

　図鑑や物語の本を好
んで読んでおり，国語
の学習にも意欲的に取
り組んでいる。理解力
も高く，新しい学習（漢
字等）への意欲もとて
も高い。
　言葉も豊富で話や発
表も上手にできる。言
葉を聞いてしっかり理
解することができるが，
自分の興味のあること
や，作業に夢中になる
と指示等を聞き落とす
ことがある。
　５，６文から読み取
る問題でも問われたこ
とにきちんと答えるこ
と が で き る。ま た，教
材文を読む際は，抑揚
をつけて友達が聞き取
りやすい大きな声で読
むことができる。

　５，６文で，楽しかっ
たことなどを日記に書
いたり，かいた絵に関
する文を書いたりする
ことができる。話す際
の言葉は多く，難しい
言葉も話すが，書く際
の文の最後は常に「楽
し か っ た」で 終 わ り，
知識としてある気持ち
を表す言葉を書き表す
までに至っていない。

　耳 慣 れ な い 言 葉 や，
長い言葉による指示は
理解が難しい。これは
よい，これはだめとい
うことが理解できてい
な い こ と が あ る た め，
活動前に確認し，活動
を行うようにする必要
がある。

Ａ児１年 Ｂ児５年 Ｃ児５年 Ｄ児５年

　⑶　子どもの実態
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３　指導に当たって
　本題材の指導に当たっては，子どもが「学び」をつなぎ，｢学び｣を生かし，達成感を味わうことが

できるように，以下の点に留意して指導をしていく。

　○　研究内容１　子どもが他者を意識し，「学び」をつなぎやすい状況づくり

　・　伝える相手，伝えてくれる相手を確認して読んだり書いたりすることで，相手意識をもつこ

とができるようにする。

　・　共通体験を基にした体験活動を教材化し，子どもが，知識や経験を話してみんなで意見を発

表し合ったり，共感したりしやすいようにすることで，互いの「学び」をつなぐことができる

ようにする。

　・　気持ちを表す言葉については掲示物や，手元で見ることができるカードなどの視覚的な情報

を準備することで，書いた内容に応じた適切な言葉を選ぶことができるようにする。

　・　ワークシートではめあてを達成できたかという振り返る視点を具体的に示したり，項目を選

択したりできるものにすることで，自己評価のポイントが分かり，本時の「学び」を振り返る

ことができるようにする。また，互いができたことも確認することができるワークシートにし，

伝え合うことで，よさを認め合うことができ，「やった。できた。」という自信を高めることが

できるようにする。

　○　研究内容２　子どもが自己の「学び」を生かしやすい状況づくり

　・　作成したカレンダーは，生活単元学習の学習の一環としてバザーで販売することで，多くの

人に見てもらったり，認めてもらったりする機会をつくり，達成感を味わうことができるよう

にする。

４　指 導 計 画（全９時間）
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「気持ちを表す言葉を知ろう」

【指導のねらい】

　どんな場面でどんな気持ちを表す言葉があるか知ることができる。

【活動内容】

１　子どもの日記で気持ちを表す言葉が書かれているところを探す。

２　設定された場面でどのような気持ちになるか知る。

「写真を見て書こう」

【指導のねらい】

　経験したことを振り返って，していることや思ったことを書くことができる。

「出来上がったカレンダーを見て，自分が書いた言葉を発表しよう」

【指導のねらい】

　自分が担当した月の自分がかいた絵を掲示しながら，書いた言葉を発表することができる。

【活動内容】

１　出来上がったカレンダーを提示しながら，自分が頑張ったことを発表すると共に，友達

からの感想を聞く。

指　導　の　ね　ら　い　と　主　な　学　習　活　動

一

　
　次

過
程

３

二

　
　次

４
︵
本
時
３
／
４
︶

三

　
　次

１

四

　
　次

１

時
間 Ａ　　児 Ｂ児・Ｃ児・Ｄ児

【活動内容】

１　４月から10月に行われた行事等の写真

を見て，自分が何をしているか書く。

２　どんな気持ちだったか教師と一緒に考え

る。

３　教師と一緒に考えたことを書く。

「友達に問題を読もう」

【指導のねらい】

　友達が聞き取りやすいように読むことがで

きる。

【活動内容】

１　５年生に問題文を読む。

２　もう一度読んで，みんなで一緒に答え合

わせをする。

【活動内容】

１　一年間の行事等の写真を見て，自分や友

達が何をしているか書く。

２　どんな気持ちだったか書く。

３　自分が書いた文を読み返し，丁寧に書く。

「友達が読む問題をよく聞いて答えを書こう」

【指導のねらい】

　友達が読む文や，友達の質問を聞いて，正

しく答えることができる。

【活動内容】

１　１年生が読んだ問題文をよく聞いて，聞

き取った答えを書く。

２　全員で一緒に答え合わせをする。
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　・　文を読む際に聞く
相手がいることが分
かり，ゆっくり読む
ことができる。

　・　事 実 に 加 え，気 持
ちを表す文を選んで
書くことができる。

　折り紙の作り方の本
や，「ねずみくんシリー
ズ」の本を好んで読ん
でいる。文字が好きで
あり，国語の学習にも
意欲的に取り組んでい
る。
　自分の思いを伝える
ことはできるが，質問
に適した答えを言うこ
とは難しい。教師と１
対１で話をすると聞く
ことができるが，全体
の中では聞くことが難
しい。
　平仮名や片仮名，曜
日の漢字であれば読む
ことができ，「誰が」「何
が」などという問いに
問題文が１文であれば
答えることができる。
　教材文等を読むとき
は早口になり友達が聞
き取りにくいことが多
い。
　日記では思ったこと
や感じたことを書くこ
とはできないが，自分
がしたことを書くこと
はできる。４月には１，
２文だった文章は，４
文程度に増えてきたが，
箇条書きで一文一文の
つながりがないことが
ほとんどである。日記
などに書き表す際には
気持ちを表す言葉は入
らない。

　視覚優位で言葉によ
る情報入力は苦手であ
る。特に文字による情
報 入 力 が 得 意 で あ り，
目に入る文字を何でも
読みたがり，文字など
を見るために授業中も
離席が多くなる傾向が
ある。

　・　話す相手を見なが
ら話を聞くことがで
きる。

　・　拗音や促音に気を
付けながら，自分の
気持ちをも書き加え
ることができる。

　進んで借りる本は図
鑑が多く，読み物の世
界に入る楽しさを味わ
うまでには至っていな
い。漢字の学習に意欲
的 に 取 り 組 む よ う に
なってきた。
　人とのかかわりを好
み，その場に関係のな
い質問をしたり，自分
の思いだけを次々と話
したりすることがある
が，教師の言葉掛けで
話を聞くことができる
ようになってきた。
　平仮名や片仮名，一
年生程度の漢字は読む
ことができる。読むこ
と は 得 意 で は な い が，
繰り返し練習すること
で，上 達 が み ら れ る。
自信がない文を読むと
きは声が小さくなる。

　５，６文で，楽しかっ
たことなどを日記に書
いたり，かいた絵に関
する文を書いたりする
ことができる。ラ行の
発音が苦手であり，書
く際も書き間違えるこ
とがある。話す際はい
ろいろな気持ちを言う
ことができるが，「楽し
い」以外の言葉を書く
までには至っていない。

　聴覚による入力は得
意であるが，聴覚によ
る入力後記憶すること
が苦手である。視覚的
な記憶が得意であるた
め，視覚的な情報を必
要とする。注意を持続
することが苦手である。

　・　文を見ながら聞き
取ることや話す相手
を意識して話を聞く
ことができる。

　・　事 実 に 加 え，気 持
ちを表す文を選んで
書くことができる。

　決まった絵本を好ん
で読んでおり，国語科
の学習にも意欲的に取
り組んでいる。手本が
あると，自分からその
字をまねて漢字も使っ
て文を書いている。
　話をする際は，自分
から４語文程度の言葉
で話すことができるよ
うになった。１対１で
はしっかり聞くことが
できるが，友達と一緒
の際は聞き落とすこと
がある。
　平仮名や片仮名，一
年生程度の漢字は確実
に 読 む こ と が で き る。
行をまたいで言葉が書
かれていると，言葉の
切れ目をうまく読むこ
とができないこともあ
る。読むときの声が小
さくなる。

　５，６文で，楽しかっ
たことなどを日記に書
いたり，かいた絵に関
する文を書いたりする
ことができる。題材は
自分が興味のある飼育
小屋の動物に関するこ
となどが多く，決まっ
たパターンになりがち
で，最 後 は「楽 し か っ
たです」で終わること
がほとんどである。
　

　考えたり判断したり
することに時間がかか
るが，視覚的な情報を
基にすると判断するこ
とができる。そのため，
全体で話を聞く際には
注意して聞くことが苦
手であるが，１対１の
会話は楽しんでいる。

　・　話 を 聞 く 際 は，相
手を見て，最後まで
話をせずに聞くこと
ができる。

　・　状況に合った気持
ちを表す言葉を書く
ことができる。

　図鑑や物語の本を好
んで読んでおり，国語
の学習にも意欲的に取
り組んでいる。理解力
も高く，新しい学習（漢
字等）への意欲もとて
も高い。
　言葉も豊富で話や発
表も上手にできる。言
葉を聞いてしっかり理
解することができるが，
自分の興味のあること
や，作業に夢中になる
と指示等を聞き落とす
ことがある。
　５，６文から読み取
る問題でも問われたこ
とにきちんと答えるこ
と が で き る。ま た，教
材文を読む際は，抑揚
をつけて友達が聞き取
りやすい大きな声で読
むことができる。

　５，６文で，楽しかっ
たことなどを日記に書
いたり，かいた絵に関
する文を書いたりする
ことができる。話す際
の言葉は多く，難しい
言葉も話すが，書く際
の文の最後は常に「楽
し か っ た」で 終 わ り，
知識としてある気持ち
を表す言葉を書き表す
までに至っていない。

　耳 慣 れ な い 言 葉 や，
長い言葉による指示は
理解が難しい。これは
よい，これはだめとい
うことが理解できてい
な い こ と が あ る た め，
活動前に確認し，活動
を行うようにする必要
がある。

Ａ児１年 Ｂ児５年 Ｃ児５年 Ｄ児５年
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５
　
本
　
　
　
時

（
６

／
９

）

過
程

（
分

）

（
1

0
）

つ か む ・ み と お す

（
3

0
）

か つ ど う す る

（
5

）

ふ り か え る

　
⑴
　
目
　
　
標

　
　

○
　

自
分

が
担

当
す

る
カ

レ
ン

ダ
ー

の
月

の
行

事
に

つ
い

て
，

出
来

事
と

そ
の

と
き

の
気

持
ち

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

　
⑵
　
展
　
　
開

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
☆

は
IC

T
機

器
活

用
上

の
留

意
点

１
　

学
習

計
画

を
確

認
す

る
。

２
　

本
時

の
め

あ
て

を
確

認
す

る
。

　
　

○
月

の
カ

レ
ン

ダ
ー

に
書

く
文

を
書

こ
う

。

⑴
　

め
あ

て
を

読
む

。
⑵

　
め

あ
て

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
く

。

３
　

学
習

の
進

め
方

を
確

認
す

る
。

⑴
　

写
真

を
見

て
み

ん
な

で
思

い
出

を
振

り
返

る
。

⑵
　

み
ん

な
で

振
り

返
っ

た
思

い
出

を
見

な
が

ら
，

自
分

が
書

き
た

い
こ

と
を

書
く

。
⑶

　
気

持
ち

の
言

葉
に

気
を

付
け

て
書

く
。

⑷
　

発
表

す
る

。
４

　
学

習
の

進
め

方
に

従
っ

て
学

習
を

進
め

る
。

５
　

本
時

の
学

習
を

振
り

返
る

。
　

⑴
　

頑
張

っ
た

こ
と

や
感

想
を

発
表

す
る

。
６

　
次

時
の

学
習

に
つ

い
て

知
る

。

○
　

気
持

ち
の

言
葉

が
書

い
て

あ
る

ヒ
ン

ト
カ

ー
ド

を
教

師
が

提
示

す
る

こ
と

で
，

自
分

の
気

持
ち

を
選

ん
で

書
く

こ
と

が
で

き
る

。
○

　
掲

示
さ

れ
た

気
持

ち
を

表
す

言
葉

を
見

る
こ

と
で

，「
楽

し
い

」
以

外
の

気
持

ち
の

言
葉

を
使

う
こ

と
が

で
き

た
り

，「
楽

し
い

」
を

使
う

際
は

何
が

楽
し

か
っ

た
か

書
い

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
○

　
気

持
ち

の
言

葉
が

書
い

て
あ

る
ヒ

ン
ト

カ
ー

ド
を

見
て

，
自

分
の

気
持

ち
を

選
ん

で
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

○
　

教
師

の
問

い
掛

け
に

答
え

る
こ

と
で

，
状

況
に

応
じ

た
気

持
ち

を
想

起
し

，
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ａ
児

　
１

年

Ｂ
児

　
５

年

Ｃ
児

　
５

年
Ｄ

児
　

５
年

　
・

　
前

時
で

書
く

こ
と

が
で

き
た

文
を

見
て

振
り

返
る

こ
と

で
，

で
き

た
と

い
う

自
信

を
再

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

共
に

，
本

時
で

行
う

こ
と

を
想

起
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

　
・

　
本

時
で

達
成

す
べ

き
個

人
目

標
を

，
分

か
り

や
す

い
言

葉
で

一
人

一
人

確
認

し
て

示
し

，
視

覚
的

な
情

報
と

し
て

黒
板

に
板

書
す

る
こ

と
で

，
自

分
が

頑
張

る
こ

と
へ

の
意

識
を

高
め

る
と

共
に

い
つ

で
も

確
認

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

　
・

　
行

事
等

に
つ

い
て

の
視

覚
的

情
報

（
写

真
）

を
提

示
す

る
こ

と
で

，
こ

れ
ま

で
に

経
験

し
た

こ
と

を
想

起
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
　

・
　

共
通

体
験

し
た

楽
し

い
行

事
を

取
り

上
げ

る
こ

と
で

，
想

起
す

る
こ

と
が

容
易

に
な

り
，

全
員

が
体

験
し

た
こ

と
を

話
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

ま
た

，
想

起
す

る
こ

と
が

難
し

い
子

ど
も

に
は

日
記

や
行

事
後

の
感

想
等

を
準

備
し

確
認

す
る

こ
と

で
，

発
表

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

☆
　

発
表

の
際

は
，

子
ど

も
が

書
い

た
文

を
書

画
カ

メ
ラ

で
映

す
こ

と
で

，
聞

く
だ

け
で

な
く

見
て

確
認

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
共

に
，

子
ど

も
が

操
作

す
る

こ
と

で
，

楽
し

み
な

が
ら

活
動

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

　
・

　
頑

張
っ

た
こ

と
の

発
表

の
前

に
自

分
の

個
人

目
標

を
見

て
確

認
す

る
こ

と
で

，
そ

の
点

を
中

心
と

し
て

反
省

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

　
・
　
教
師
が
準
備
し
た
気
持
ち

の
言
葉
が
書
い
て
あ
る
カ
ー

ド
を
選
ぶ
こ
と
で
，
自
分
の

気
持
ち
を
書
き
表
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
・
　
気
持
ち
の
言
葉
を
掲
示
し
，

自
分
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
，
自
分

の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
・
　
教
師
が
準
備
し
た
気
持
ち

の
言
葉
が
書
い
て
あ
る
カ
ー

ド
を
見
る
こ
と
で
，
自
分
の

気
持
ち
を
書
き
表
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
・
　
書
い
た
と
き
の
こ
と
を
教

師
が
質
問
す
る
こ
と
で
，
気

持
ち
を
言
葉
に
表
し
，
そ
の

言
葉
を
書
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

　
・
　
振
り
返
り
の
際
，
ど
の
よ
う

な
気
持
ち
を
表
す
言
葉
を
書
く

こ
と
が
で
き
た
か
確
認
す
る
こ

と
で
，
経
験
し
た
こ
と
と
気
持

ち
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

　
・
　
た
く
さ
ん
の
気
持
ち
の
中
か

ら
そ
の
時
の
気
持
ち
を
自
分
で

選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
，

具
体
的
に
称
賛
す
る
こ
と
で
，

で
き
た
こ
と
へ
の
自
信
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。　
・
　
振
り
返
り
の
際
，
ど
の
よ
う

な
気
持
ち
を
表
す
言
葉
を
書
く

こ
と
が
で
き
た
か
確
認
す
る
こ

と
で
，
経
験
し
た
こ
と
と
気
持

ち
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

　
・
　
気
持
ち
に
つ
い
て
聞
か
れ
た

と
き
に
，
適
切
に
答
え
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
具
体
的
に
称

賛
す
る
こ
と
で
，
で
き
た
こ
と

へ
の
自
信
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

　
カ

ー
ド

か
ら

気
持

ち
を

選
ん

で
書

こ
う

。
　

気
持

ち
の

言
葉

を
探

し
て

書
こ

う
。

　
カ

ー
ド

を
見

て
気

持
ち

を
書

こ
う

。
　

気
持

ち
の

言
葉

を
考

え
て

書
こ

う
。

主
　

な
　

学
　

習
　

活
　

動
子

ど
も

に
応

じ
た

具
体

的
な

指
導

Ａ
　

児
Ｂ

　
児

Ｃ
　

児
Ｄ

　
児

個 人 目 標
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